
令和４年度防衛省行政事業レビュー第１回外部有識者会合 議事概要 
 
１．日 時：令和４年度５月１６（月） １０３０～１２００ 
 
２．場 所：防衛省会議室（Ｄ棟３階第１庁議室） 
 
３．参加者： 
  （１）外部有識者 
   ・防衛省選任 
     蒲谷 亮一（元横須賀市長） 
     林  敬子（林敬子公認会計士事務所） 
     山谷 清志（同志社大学大学院政策学部教授）書面方式 
   ・内閣官房行政改革推進本部事務局選任 
     大屋 雄裕（慶應義塾大学法学部教授） 
     塚原 月子（株式会社カレイディスト代表取締役） 
     吉田  誠（関西国際大学国際コミュニケーション学部教授） 
  （２）内閣官房行政改革推進本部事務局 
  （３）大臣官房企画評価課、大臣官房会計課、事業担当課 
 
４．議事概要 
 
〇 防衛省から、令和４年度の公開プロセス対象候補として、 
  ・南西地域への陸自警備部隊等の配置に伴う施設整備 
  ・民生安定助成事業 
  ・１２式地対艦誘導弾能力向上型 
  ・主機等オーバーホール 
  ・施設車両整備費 
  ・Ｔ７００エンジンの整備 
  の６事業について説明を行い、各有識者より意見等が述べられた後、各有識

者の総意により、 
 



  ・南西地域への陸自警備部隊等の配置に伴う施設整備 
  ・民生安定助成事業 
  ・１２式地対艦誘導弾能力向上型 
  の３事業が令和４年度の公開プロセス対象事業として選定された。 
 
〇 外部有識者からの主なコメント 
 【南西地域への陸自警備部隊等の配置に伴う施設整備】 
  ・離島での建設工事における労働者の確保が重要。 
  ・配備後の運営管理に、ＰＦＩなど民間の力を借りることの余地はないか。 
 
 【民生安定助成事業】 
  ・民生安定助成事業で補助する施設の範囲について、議論をすることは意味

がある。 
 
 【１２式地対艦誘導弾能力向上型】 
  ・重要な事業であるので、いかにスピード感をもって効率的に進めていける

かを議論していくことが必要。 
  ・迅速に行うために様々な施策について議論することに加え、防衛産業を競

争力あるかたちで保つ観点を持つことが必要ではないか。 
   
 【主機等オーバーホール】 
 【Ｔ７００エンジンの整備】 
  ・バックアップ用のエンジンが確保されていることは重要。 
 
 
 

 


